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平
成
三
〇
年
十
二
月

鎮
源
『
法
華
験
記
』
に
お
け
る
経
典
の
扱
い

―
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
を
中
心
に

―
岡

田

文

弘

一
　
問
題
の
所
在

平
安
時
代
の
説
話
集
で
あ
る
鎮
源
『
法
華
験
記
』（
以
下
『
験
記
』）

は
、
そ
の
題
名
に
明
ら
か
な
よ
う
に
『
法
華
経
』
に
ま
つ
わ
る
霊
験
譚

を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
法
華
信
仰
の
一
端
を
示
す
史
料
と

し
て
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
『
法
華
経
』
受
容
史
を
考
え
る
上
で
、
重

視
・
珍
重
さ
れ
て
き
た
文
献
で
あ
る
。
従
っ
て
従
来
の
研
究
の
殆
ど

が
、
経
典
信
仰
の
側
面
に
お
い
て
同
書
を
論
考
す
る
場
合
、
そ
の
主
軸

を
当
然
『
法
華
経
』
に
置
い
て
き
た
。

し
か
し
同
書
に
は
、『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
（
以
下
「
余
経
」）
に
つ

い
て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
否
定
的
に

扱
わ
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
時
に
は
比
較
的
肯
定
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
兼
修
を
勧
め
る
も
の
も
あ
る
な
ど
、
意
外
な
ほ
ど
多
様
な

取
り
上
げ
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、『
法
華
経
』
説
話
集
た
る
『
験
記
』
に
つ
い
て
、
敢
え
て

『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
箇
所
に
注
目
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
逆
に
同
書
の
持
つ
経
典
信
仰
の
様
相
を
浮
き
彫
り
に
せ
ん
と

試
み
る
も
の
が
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

二
　
般
若
経
典
、『
華
厳
経
』、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て

ま
ず
、
本
書
で
言
及
さ
れ
る
余
経
の
中
で
着
目
す
べ
き
は
、
般
若
経

典
、『
華
厳
経
』、
そ
し
て
『
金
光
明
最
勝
王
経
』（
以
下
『
最
勝
王
経
』）

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
そ
の
持
者
の
霊
験
と
法
華

持
経
者
の
霊
験
と
が
比
較
さ
れ
る
、
と
い
う
類
型
の
一
連
の
説
話
（
い

わ
ば
「
行
者
対
決
説
話
」）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
挙
げ
る
三
話

が
こ
れ
に
該
当
す
る
）
1
（

。

・
第
一
七
話
「
持
法
沙
門
持
金
法
師
」（
対
『
金
剛
般
若
経
』
行
者
）

・
第
三
三
話
「
雲
州
法
厳
蓮
蔵
二
法
師
」（
対
『
華
厳
経
』
行
者
）

・
第
四
八
話
「
光
勝
沙
門
法
蓮
法
師
」（
対
『
最
勝
王
経
』
行
者
）

こ
の
う
ち
第
一
七
話
お
よ
び
第
三
三
話
に
つ
い
て
は
、
既
に
岡
田

二
〇
一
六
に
お
い
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
敷
衍
し
て
、
本
書
に
お
け

る
般
若
経
典
、『
華
厳
経
』
と
『
法
華
経
』
の
比
較
が
い
か
に
為
さ
れ
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て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
を
基
に
適
宜
補
足
し
つ

つ
、
両
経
の
『
験
記
』
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
考
察
を
始
め
た
い
。

ま
ず
般
若
経
典
に
つ
い
て
は
、『
験
記
』（
ひ
い
て
は
編
者
・
鎮
源
）
は

こ
れ
を
軽
視
し
て
い
る
可
能
性
が
伺
え
る
。

ま
ず
、
法
華
持
者
と
『
金
剛
般
若
経
』
持
者
の
対
比
を
描
く
第
一
七

話
に
お
い
て
は
、
般
若
持
者
の
持
金
法
師
は
品
性
の
卑
し
い
人
物
と
し

て
描
写
さ
れ
（「
以
邪
念
心
如
是
作
謗
」『
日
思
』
五
二
一
頁
上
）、
ま
た
彼
の

持
す
る
『
金
剛
般
若
経
』
も
話
中
で
全
く
霊
験
を
発
揮
し
な
い
ま
ま
終

わ
る
（「
雖
読
誦
金
剛
般
若
、
未
逮
顕
現
般
若
法
利
」『
日
思
』
五
二
一
頁
上
）。

こ
の
よ
う
な
般
若
経
の
持
者
お
よ
び
そ
れ
自
体
に
対
す
る
扱
い
は
、
次

に
述
べ
る
『
華
厳
経
』
の
扱
い
と
比
較
す
る
と
、
否
定
的
な
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
み
る
べ
き
は
、
第
一
〇
六
話
「
伊
賀
国
報
恩
善

男
」
で
あ
る
。
同
話
は
、
そ
の
並
行
話
（『
日
本
霊
異
記
』
中
一
五
、『
三

宝
絵
』
中
一
一
等
）
が
お
し
な
べ
て
『
般
若
心
経
』
陀
羅
尼
の
功
徳
を
述

べ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
話
の
み
こ
れ
を
述
べ
て
い
な
い
）
2
（

。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
般
若
経
典
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
否
定
的
な
態

度
を
示
し
て
い
る
）
3
（

。

一
方
、『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
第
三
三
話
に
お
い
て
華
厳
経
者
の
法
厳
が
登
場
す
る
が
、
彼
は

同
じ
く
主
人
公
格
と
し
て
登
場
す
る
法
華
持
者
・
蓮
蔵
の
良
き
友
人
と

し
て
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
法
厳
は
、
華
厳
経
受
持
の
功
徳

に
よ
っ
て
一
定
の
霊
験
（
善
神
の
給
仕
）
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
前

述
の
、
第
一
七
話
で
の
般
若
持
者
（
持
金
）
が
品
性
卑
し
く
描
写
さ
れ
、

か
つ
般
若
経
の
霊
験
が
一
切
起
き
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
展
開
と
は

対
照
的
で
あ
る
）
4
（

。

さ
ら
に
付
言
す
る
と
、
第
九
八
話
「
比
丘
尼
舎
利
」
で
は
、
主
人
公

の
舎
利
菩
薩
を
賞
賛
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
と
し
て
、
彼
女
が
『
華
厳

経
』
の
講
会
で
活
躍
し
た
逸
話
を
、
説
話
後
半
に
お
い
て
紹
介
し
て
い

る
。
こ
れ
は
先
行
話
（『
日
本
霊
異
記
』・『
三
宝
絵
』
収
載
）
5
（

）
に
も
見
ら
れ
る

も
の
だ
が
、
鎮
源
が
こ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
改
変
（
例
え

ば
、『
華
厳
経
』
の
講
会
を
『
法
華
経
』
の
講
会
に
変
え
る
と
い
っ
た
）
す
る
こ
と

も
な
く
継
承
し
て
い
る
と
い
う
点
は
着
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
、

先
行
話
に
お
け
る
般
若
心
経
の
功
徳
に
つ
い
て
の
記
述
を
継
承
し
な

か
っ
た
第
一
〇
六
話
と
は
対
照
的
な
作
意
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
般
若
経
典
を
軽
視
す
る
一
方
で
、『
華
厳
経
』

を
肯
定
的
に
捉
え
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
台
の
五
時
八
教

説
が
根
底
に
あ
る
た
め
と
推
察
さ
れ
る
（「
化
儀
の
四
教
で
は
、『
華
厳
経
』

一
教
を
「
頓
教
」
と
す
る
一
方
、『
般
若
経
』
は
他
教
と
と
も
に
「
漸
教
」
に
摂

せ
ら
れ
る
。
か
つ
化
法
の
四
教
で
は
『
華
厳
経
』
は
円
教
に
別
教
を
兼
ね
る
と
す

る
が
、『
般
若
経
』
は
別
・
円
二
教
に
加
え
、
更
に
粗
い
通
経
を
帯
び
て
い
る
と

す
る
」
岡
田
二
〇
一
六
、
一
四
八
頁
上
）。

こ
れ
ら
般
若
・
華
厳
の
二
経
に
対
し
、『
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
は
、
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第
四
八
話
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
霊
験
が
『
法
華
経
』
の
そ

れ
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
同
話
は
、
前
述
の
第
一
七
話
（『
般
若

経
』
と
の
比
較
）
及
び
第
三
三
話
（『
華
厳
経
』
と
の
比
較
）
と
は
、
明
ら

か
に
異
な
る
性
質
を
そ
な
え
た
説
話
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
七
話
・
第
三
三
話
は
、「
い
つ
も
行
者
に
食
事
を
給
仕
し
て
い

た
神
格
が
、
そ
れ
を
中
止
し
た
」
と
い
う
事
件
を
契
機
と
し
、
両
者
の

功
徳
の
実
態
が
明
か
さ
れ
る
、
と
い
う
共
通
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
子

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
観
世
音
応
験
記
』
収
載
の
説
話
「
釈
發

正
」（
僧
詳
『
法
華
伝
記
』
巻
第
六
諷
誦
勝
利
第
八
之
四
、
義
寂
『
法
華
経
集
験

記
』
上
一
五
に
同
文
話
）
を
そ
の
原
型
に
持
つ
も
の
で
あ
る
）
6
（

。

こ
れ
に
対
し
、
第
四
八
話
は
「
霊
験
に
よ
っ
て
米
作
り
を
し
、
そ
の

収
穫
量
を
競
う
」（「
各
作
一
町
之
田
、
依
米
殻
勝
劣
、
可
知
二
経
験
力
」『
日
思
』

五
三
四
頁
下
―
五
三
五
頁
上
）
と
い
う
、
類
似
し
つ
つ
も
内
実
は
大
い
に

異
な
る
筋
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
四
八
話
の
筋
は
、
先
行
話
を
離
れ
た
独
自
な
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
が
「
勝
負
」「
競
争
」
を
明
確
に
打
ち
出

し
た
、
明
ら
か
に
経
典
の
勝
劣
を
決
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

注
目
に
価
す
る
。
こ
こ
に
、『
法
華
経
』
と
並
ぶ
「
護
国
経
典
」
と
し

て
確
固
た
る
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
『
最
勝
王
経
』
へ
の
対
抗
意
識

を
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
国
分
寺
が
『
最
勝
王

経
』、
国
分
尼
寺
が
『
法
華
経
』
に
依
拠
し
て
建
立
さ
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
二
経
は
表
裏
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
伝
統
が
あ
っ
た
。
話
中
で
『
最

勝
王
経
』
持
者
の
光
勝
は
、『
最
勝
王
経
』
信
仰
の
興
隆
ぶ
り
を
仔
細

に
述
べ
て
法
華
持
者
を
挑
発
す
る
が
）
7
（

、
こ
れ
は
『
験
記
』（
ひ
い
て
は
鎮

源
）
が
『
最
勝
王
経
』
信
仰
に
対
し
抱
い
て
い
る
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
意
識
を

逆
説
的
に
投
影
し
た
も
の
と
も
読
め
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
本
話
に
お
い
て
勝
負
・
勝
劣
を
強
調
す
る
一

方
で
、
鎮
源
は
法
華
持
者
の
法
勝
に
「
如
来
所
説
何
経
不
貴
哉
（
如
来

が
説
い
た
も
の
で
、
ど
の
経
が
貴
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
）」（『
日
思
』

五
三
四
頁
下
）
と
語
ら
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
法
勝
が
『
最
勝
王
経
』
の
最
勝
を
述
べ
、
法
華
の
棄
教
を
求

め
た
（「
捨
法
花
経
奉
持
最
勝
王
経
、
所
以
者
何
、
是
経
甚
深
一
切
経
中
最
第

一
」『
日
思
』
五
三
四
頁
下
）
こ
と
へ
の
応
答
で
あ
る
。『
最
勝
王
経
』
一

経
の
絶
対
優
位
を
主
張
す
る
相
手
に
対
し
、
法
蓮
は
、
ど
の
経
も
仏
が

説
い
て
お
り
貴
く
な
い
も
の
は
な
い
、
と
反
論
す
る
の
で
あ
る
。

鎮
源
は
『
験
記
』
と
い
う
『
法
華
経
』
を
主
題
と
す
る
説
話
集
、
つ

ま
り
、
特
に
『
法
華
経
』
を
称
揚
す
る
た
め
の
文
献
を
編
み
、
更
に
は

本
話
の
ご
と
き
あ
か
ら
さ
ま
な
『
法
華
経
』
優
位
譚
を
筆
録
し
て
い

る
。
こ
の
態
度
に
は
一
見
、
法
勝
の
選
択
主
義
・
一
経
至
上
主
義
と
一

脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
を
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
鎮
源
は
こ
の
「
如
来
所
説
何
経
不
貴
哉
」
と
い

う
台
詞
を
法
蓮
に
言
わ
せ
て
い
る
と
も
解
せ
よ
う
。
か
か
る
彼
の
態
度

は
、
法
華
を
第
一
に
置
き
な
が
ら
も
総
合
的
・
融
和
的
な
仏
教
を
標
榜

す
る
天
台
の
僧
と
し
て
自
然
な
言
で
は
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
鎮
源
の
主
張
（「
経
の
優
劣
は
本
来
決
す
る
べ
き
で
は
な

い
」）
は
、
後
続
の
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』）『
元
亨
釈
書
』（
以

下
『
元
亨
』）
に
お
い
て
着
目
さ
れ
、
新
た
な
展
開
を
見
て
い
る
。
こ
の

両
書
は
、
行
者
対
決
説
話
た
る
『
験
記
』
第
一
七
話
を
書
承
し
た
際
）
8
（

、

比
較
さ
れ
る
の
は
経
典
そ
の
も
の
の
優
劣
で
は
な
く
、
そ
の
持
者
の
性

格
で
あ
る
、
と
い
う
、
原
話
に
な
い
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

「
尚
、
人
驕
慢
ノ
心
ヲ
バ
可
止
キ
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
（
な
お
、
お

ご
り
高
ぶ
る
心
を
止
め
る
べ
き
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
）」 

 

 

（『
新
大
系
』
二
七
一
頁
）

「
神
霊
矯
其
操
履
也
。
非
経
法
之
崇
庳
（
神
霊
は
そ
の
品
行
を
質
し
た
の
で
あ

る
。
経
法
の
尊
卑
で
は
な
い
。）」 
（
仏
全
一
〇
一
、
二
八
五
頁
下
）

両
書
と
も
、『
験
記
』
の
よ
う
に
特
定
経
典
の
賛
美
を
目
的
と
し
な

い
の
で
、
こ
う
し
た
評
語
を
付
し
て
行
者
対
決
説
話
を
受
容
し
た
こ
と

は
必
然
的
と
言
え
る
。
経
の
優
劣
は
本
来
不
問
と
す
べ
き
と
す
る
鎮
源

の
主
張
は
、
特
定
宗
派
の
色
を
出
さ
な
い
『
今
昔
』『
元
亨
』
に
継
承

さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
と
言
え
る
。

三
　 『
涅
槃
経
』、『
観
無
量
寿
経
』、『
小
阿
弥
陀
経
』（
特
に

『
観
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
）

以
上
、
余
経
の
う
ち
で
『
法
華
経
』
と
の
優
劣
が
比
較
さ
れ
た
経
典

類
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
次
に
は
、
法
華
信
仰
と
の
兼
修
が
認
め
ら

れ
た
経
典
類
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、『
涅
槃
経
』

お
よ
び
『
観
無
量
寿
経
』
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ま
ず
第
五
十
話
「
叡
山
西
塔
法
寿
法
師
」
を
見
て
み
る
。
本
話
は
、

所
持
の
『
法
華
経
』
経
巻
を
失
う
夢
を
見
た
僧
侶
・
法
寿
の
物
語
で
あ

る
。
彼
の
持
経
が
西
方
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
い
、
途
方
に
暮
れ
て
い
る

と
老
僧
が
現
れ
、
持
経
は
極
楽
に
送
り
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
往
生

の
前
触
れ
で
あ
る
と
告
げ
る
（「
所
持
法
花
経
、
是
且
送
置
極
楽
也
。
汝
有

両
三
月
、
当
得
往
生
。」『
日
思
』
五
三
五
頁
下
）、
と
い
う
夢
告
譚
と
な
っ
て

い
る
。
夢
告
を
受
け
た
法
寿
は
様
々
な
行
業
に
よ
っ
て
往
生
に
備
え
る

が
、
そ
の
中
に
、『
法
華
経
』
の
書
写
・
開
講
供
養
と
合
わ
せ
て
、『
涅

槃
経
』『
観
無
量
寿
経
』
な
ど
の
大
乗
経
典
を
見
る
と
の
記
述
が
あ
る

（「
写
法
華
経
、
請
名
徳
僧
、
開
講
供
養
…
…
終
日
拝
見
涅
槃
経
・
観
無
量
寿
経
等

諸
大
乗
経
」『
日
思
』
五
三
五
頁
下
―
五
三
六
頁
上
）。

こ
の
兼
修
方
法
に
つ
い
て
は
、
持
経
が
西
方
に
飛
び
去
り
手
元
に
無

く
な
っ
た
こ
と
（
こ
れ
が
あ
く
ま
で
夢
中
の
こ
と
に
留
ま
る
の
か
、
現
実
に
持

経
が
失
わ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
に
せ
よ
）
を
受
け
、
書
写

行
に
よ
っ
て
新
た
に
経
巻
を
作
し
、
か
つ
、
日
課
行
と
し
て
は
、
手
元

に
残
っ
た
他
の
経
典
（『
涅
槃
経
』『
観
無
量
寿
経
』
等
）
を
読
む
（
見
る
）

よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
、
と
推
定
さ
れ
る
）
9
（

。

更
に
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
観
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
は
、

他
に
第
八
七
話
「
信
誓
阿
闍
梨
」
に
も
言
及
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
同
経

お
よ
び
『
小
阿
弥
陀
経
』
と
『
法
華
経
』
と
の
兼
修
が
述
べ
ら
れ
て
い



― 146 ―

鎮
源
『
法
華
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け
る
経
典
の
扱
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（
岡

田
）

る
が
（「
闍
梨
一
生
所
誦
、
法
華
経
数
万
部
、
観
無
量
寿
経
、
小
阿
弥
陀
経
」『
日

思
』
五
五
二
頁
下
）、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
同
話
に
も
前
述
の
第

五
十
話
同
様
に
、
夢
中
に
て
飛
行
す
る
『
法
華
経
』
経
巻
を
目
に
す

る
、
と
い
う
挿
話
が
あ
る
点
で
あ
る
（「
夢
法
華
第
六
巻
従
空
飛
下
」『
日
思
』

五
五
二
頁
上
―
下
）。

こ
の
よ
う
に
、
第
五
十
話
と
第
八
七
話
に
は
、「『
観
無
量
寿
経
』
の

兼
修
」
と
「
飛
行
す
る
『
法
華
経
』
経
巻
」
と
い
う
二
種
の
共
通
モ

チ
ー
フ
が
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
得
る
の
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に

お
け
る
、
霊
鷲
山
か
ら
王
宮
に
赴
く
際
、
空
を
飛
行
す
る
目
連
ら
、
ま

た
そ
れ
と
伴
に
空
間
移
動
す
る
釈
尊
の
様
相
で
あ
る
）
10
（

。
ま
た
明
示
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
本
経
が
説
く
阿
弥
陀
の
来
迎
も
、
飛
来
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
『
観
無
量
寿
経
』
の
「
飛
来
す
る
尊
格
」
と
い
う
モ

チ
ー
フ
と
、
同
経
の
兼
修
を
説
く
『
験
記
』
第
五
十
話
・
第
八
七
話
に

お
け
る
「
飛
行
す
る
経
巻
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
パ
ラ
レ
ル
に
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
こ
こ
に
尊
格
と
経
巻
を
パ
ラ
レ
ル
に
置
き
得
る
と
い

う
、『
験
記
』
の
経
巻
信
仰
の
有
り
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
　
ま
と
め

本
論
文
で
は
、『
法
華
経
』
の
霊
験
を
専
門
に
扱
う
『
験
記
』
に
お

い
て
、
敢
え
て
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
箇
所
に

注
目
す
る
こ
と
で
、
同
書
の
持
つ
経
典
信
仰
の
様
相
を
見
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
以
下
の
知
見
を
得
た
。

「
行
者
対
決
説
話
」
の
形
式
に
よ
っ
て
霊
験
の
優
劣
が
比
較
さ
れ
た

般
若
経
典
・『
華
厳
経
』・『
最
勝
王
経
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
軽

視
・
肯
定
・
強
い
対
抗
意
識
と
い
う
態
度
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の

上
で
『
験
記
』
は
、「
経
典
の
優
劣
は
本
来
示
す
べ
き
で
は
な
い
」
と

の
主
張
を
し
て
お
り
（
第
四
八
話
）、
更
に
は
そ
の
主
張
が
後
続
の
『
今

昔
』『
元
亨
』
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

続
い
て
、
法
華
信
仰
と
の
兼
修
が
説
か
れ
た
『
涅
槃
経
』『
観
無
量

寿
経
』『
小
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
見
た
が
、
特
に
こ
の
う
ち
『
観
無

量
寿
経
』
に
つ
い
て
は
、
同
経
に
言
及
す
る
二
話
（
第
五
十
話
・
第
八
七

話
）
に
お
い
て
共
通
し
て
「
飛
行
す
る
『
法
華
経
』
経
巻
」
と
い
う
モ

チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
更
に
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
同
経
に
説
か
れ
る

「
飛
来
す
る
尊
格
」
の
モ
チ
ー
フ
と
関
連
す
る
（
パ
ラ
レ
ル
に
あ
る
）
可

能
性
を
指
摘
し
、
本
書
に
お
け
る
経
巻
信
仰
の
一
端
に
つ
い
て
そ
の
特

性
を
示
し
た
。

1　
『
日
思
』
七
二
三
頁
等
参
照
。

2　

松
浦
一
九
七
三
、
九
二
頁
等
参
照
。

3　

以
上
、
岡
田
二
〇
一
六
参
照
。

4　

以
上
、
岡
田
二
〇
一
六
参
照
。

5　
『
日
思
』
一
七
九
頁
頭
注
等
参
照
。

6　

末
武
一
九
七
六
、
三
四
頁
下
―
三
五
頁
上
。
大
曽
根
一
九
七
八
、
一
四

頁
上
―
一
六
頁
上
。
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華
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典
の
扱
い
（
岡

田
）

7　
「
公
家
名
御
斎
会
、
講
誦
最
勝
。
諸
国
亦
名
吉
祥
御
願
、
講
最
勝
王
経
。

又
薬
師
寺
名
最
勝
会
、
開
講
是
経
。
公
家
所
重
、
万
民
所
仰
」（『
日
思
』

五
三
四
頁
下
）。

8　

出
典
関
係
は
『
新
大
系
』
二
六
九
頁
脚
注
等
に
指
摘
。

9　

な
お
彰
考
館
本
で
は
「
夙
夜
誦
法
華
経
念
仏
」
と
し
、『
法
華
経
』
を

誦
し
た
と
あ
る
（『
日
思
』
六
二
九
頁
下
）。
誦
経
は
暗
誦
な
の
で
、
手
元

の
持
経
を
必
要
と
し
な
い
。

10　
「
目
乾
連
如
鷹
隼
飛
疾
至
王
所
」（
大
正
一
二
、
三
四
一
上
一
一
）「
爾

時
世
尊
在
耆
闍
崛
山
、
知
韋
提
希
心
之
所
念
、
即
勅
大
目
揵
連
及
以
阿

難
、
從
空
而
來
。
佛
從
耆
闍
崛
山
沒
、
於
王
宮
出
。」（
大
正
一
二
、

三
四
一
中
七
―
九
）。

〈
一
次
文
献
〉

『
験
記
』：『
日
本
思
想
大
系
七　

往
生
伝　

法
華
験
記
』
井
上
光
貞
・
大
曾

根
章
介
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
（『
日
思
』
と
略
、
一
部
の
句
点
を

読
点
に
改
め
た
）

『
今
昔
』：
池
上
洵
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

三
五
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
（『
新
大
系
』
と
略
）

『
元
亨
』：『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
、
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
三
（
仏

全
一
〇
一
と
略
）

〈
二
次
文
献
〉

大
曽
根
章
介
「
漢
風
の
世
界
と
国
風
の
世
界　
『
法
華
験
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」

『
中
古
文
学
』
第
二
一
号
、
一
九
七
八

岡
田
文
弘
「
鎮
源
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
の
異
類
功
徳
譚　

第
一
〇
六

話
﹇
伊
賀
国
報
恩
善
男
﹈
を
中
心
に
」『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
第

二
一
号
、
二
〇
一
四

岡
田
文
弘
「
行
者
対
決
説
話　

鎮
源
『
法
華
験
記
』
第
一
七
話
お
よ
び
第

三
三
話
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六

末
武
恭
子
「
法
華
験
記
の
先
蹤
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
三
巻
第
九
号
、

一
九
七
六

松
浦
貞
俊
「
三
宝
絵
詞
と
法
華
験
記　
「
霊
異
記
」
引
用
に
関
す
る
比
較
研

究
」『
東
洋
研
究
』
第
三
一
号
、
一
九
七
三

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
仏
教
説
話
、
経
典
信
仰
、『
法
華
験
記
』

（
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
）


